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はじめに
　ヌートリアMyocastor coypus（Molina，1782）
は南米を原産とする半水生の中型哺乳類である。
　岡山県では戦中，戦後に毛皮採取の目的で移入
され，特に生息条件が良好であった児島湾干拓地
帯に放たれたものが本格的に定着するとともに，
1970年代に県下に分布を拡げたと考えられている
（三浦，1976）。
　ヌートリアは岡山県中部の東よりに位置する岡
山県自然保護センターの敷地内においても，上池
を中心にして定着しており，ヒシ，マコモ，ミク
リなどを中心とした水生植物の生育に影響を与え
ている（図１，森，2003）。また最近では底生動
物であるドブガイをも相当数捕食することが明ら
かになっている（森，2002）。このため，予想以
上に池の生態系に大きな影響を及ぼしていくもの
と推測される。
　こうした状況を踏まえ，センターでは池の生態
系を保全する目的で，2002年にヌートリア対策の
方針を定め，2003年以降，捕獲およびモニタリン
グを繰り返す方法で対策を実施してきた。2009
年までの捕獲についてはすでに報告した（森，

2005；森，2007；森，2010）。本報では2010年か
ら2013年までに行った捕獲について報告するとと
もに，これまでの捕獲状況についてまとめた。

上池の概要
　上池は和気郡和気町田賀の岡山県自然保護セン
ターの敷地内にある。周囲は約530m，その面積
は約1.4haで，東は土盛り堤で下流部の田尻大池
に接している。田尻大池（周囲約1400m，面積約
5.5ha）の池水が６月から９月にかけて水田潅漑
用に利用され年間では約１～２ｍの水位変動があ
るのに対し，上池の池水は通常は年間を通して満
水状態が維持され水位変動はほとんどない。田尻
大池に比べて，上池には水生植物が豊富に生育
し，池岸にはヌートリアの巣穴が多く見られる。

方　　法
１．捕獲の手続き
　捕獲は，2003年から2005年までは鳥獣保護法に
基づく許可制であったため，冬期に限定してされ
たが，2006年以降は外来生物法に基づく認定制と
なったため，捕獲わなの設置時期等が状況を見て
随時決定できるようになった。そのため，2010年
から2013年の間も引き続き，個体の直接観察もし
くは痕跡（食痕・糞など）の有無などに基づき，連絡先：fvbs5492@mb.infoweb.ne.jp
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わなの設置時期，設置期間および設置数を随時決
定した。

２．捕獲わな設置時期の選定
　水辺を中心にしてセンターの敷地内を不定期に
歩き回り，個体の直接観察および痕跡（食痕・糞
など）の観察を行い，野帳記入もしくは写真撮影
により記録した。これらの記録を基に捕獲わなの
設置時期を決定した。なお，個体の直接観察にあ
たっては，可能な範囲でスポッティングスコープ
（×25，Kowa製 TSN-1）を用いて正確な個体数
や摂食行動の把握に努めた。
　また，池における大きな水位変動がヌートリア
の目撃頻度を減少させるなど攪乱効果をもたらす
（立澤ほか，2009）ことが知られていることか
ら，池の水位変化についても写真撮影により記録
し，わな設置時期の選定に反映させた。

３．捕獲わな，餌および設置場所
　捕獲は，三浦（1992）を参考にしてこれまでと
ほぼ同様の方法で行った。すなわち，生け捕り用
の金属製箱わなを用い，においで誘引するため，
餌として人参を縦に二つに割ったものを使用し
た。ヌートリアは巣穴を中心とした行動圏を持つ
（三浦，1977）ことから，巣穴が集中する上池を
中心として水辺に箱わなを設置した。また，わな
は機械的に置いても捕獲することはほとんどでき
ない（三浦，1992）ことから，ヌートリアが頻繁
に利用し地面が滑らかになっている水際の陸部分
をあらかじめ調べておき，そこに設置した。

４．箱わなの種類，覆い
　2003年以降，箱わなは，バネによって入り口の
扉が閉まる仕組みのもの（30×30×75cm, 4.1kg,
岡崎産業製）１種類を用いてきた。しかし，2011

図１．岡山県自然保護センター（34°50′55″Ｎ：134°３′20″Ｅ）．
　　　約100haの敷地が岡山県の鳥獣保護区 特別保護地区に指定されている．
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年２月の捕獲期間中に，扉がうまく閉まらず隙間
から個体が逃げたと考えられた例，また扉が閉ま
っているものの個体が捕獲されていない例がそれ
ぞれ複数回確認された。このため，2011年２月以
降は，これまで使用していたものとは形状の異な
る「踏み板式」の箱わな（31×25×81cm, 3.7kg, 
Woodstream社製 Havahart，＃1079）も，状況
に応じて織り交ぜて用いることにした。また，風
雨などによってわな餌が傷み易くなるのを防ぐた
めに，2011年２月以降は，箱わなをプラスチック
製の黒色段ボールシートで覆うことも行うことに
した（写真１）。

５．見回りおよび餌の付け替え
　見回りおよび餌の付け替えは原則としてほぼ毎
日１回の頻度で行った。ただし，2012年９月以降
は，わな餌はできるだけ追加しながら長く用いる
ようにして，餌の付け替えのために箱わなの位置
を毎日動かすことは極力避けるようにした。

６．捕獲個体の処置
　捕獲個体は，ジエチルエーテルで過麻酔し安楽
死後，性別を確認し，体長（頭胴長・尾長）およ
び体重を測定した。その後，メス成獣については
開腹し，妊娠状態を確認するとともに目視可能な
胎児数を記録した。

捕獲の経緯，わなの設置状況，池の水位
（2010年-2013年）

　各わな設置時期における，捕獲に至った経緯

（直接観察，痕跡），わなの設置状況および池の
水位については次のとおりであった。

１．2010年４月
　上池に敷設された木道の付け替え工事のため，
2009年12月中旬より上池の水が落とされ始め，
2010年２月５日には満水時より１ｍ以上水位が下
がった状態で木道の撤去が行われた。
　2010年２月４日には，上池に隣接する田尻大池
東岸（昆虫の森木道付近）において，水生植物マ
コモにヌートリアによると思われる食痕を確認し
た。また，同年４月８日には木道の付け替え工事
後，水位が回復した上池北岸において，幼獣１死
体とともに水面に浮かぶ新鮮な糞を確認した。こ
のため，2010年４月８日から４月25日まで，上池
北岸に２基の箱わなを設置した。しかし捕獲数は
ゼロであった。わな日数* は27わな日であった。
* わな日数とは「わな数×設置昼夜数」の意であり捕獲
努力量の指標として用いられることもある（例えば，石
井，2003）。

２．2010年10月
　2010年７月15日の17時15分頃，上池においてヌ
ートリア１頭が水生植物ヒシを食べているのをス
ポッティングスコープを用いて確認した。このた
め，2010年10月13日から10月18日まで，上池北岸
および東岸に５基の箱わなを設置したが，捕獲数
はゼロであった。わな日数は25わな日であった。

３．2011年２月-３月
　2010年12月８日，上池においてヌートリア１頭
を目撃した。また，2011年１月５日には水生植物
園の木道上において糞を，さらに，上池北岸に生
育するマコモ，スゲ類にヌートリアによると思わ
れる多くの食痕を確認した。同年２月９日にも水
生植物園の畦において糞を確認した。このため，
2011年２月10日から３月５日まで，上池北岸，東
岸，南岸および湿生植物園に計５基の箱わなを設
置し，10頭を捕獲した。わな日数は96わな日であ
った。
　2011年２月11日，湿生植物園イヌタヌキモ池に
おいては，ヌートリアの糞が確認されたものの，
ニホンジカによるものかヌートリアによるものか

写真１．わな設置の様子．覆いとして，プラスチ
ックを素材として作られた黒い段ボールシー
トを用いた．
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判別が困難な食痕が多く見られた。ただし，２月
18日には，湿生植物園平成池において水面上に水
生植物をまとめてつくった「プラットホーム」と
よばれる浮巣を３ヵ所で確認した。プラットホー
ムはヌートリアの生息を確認するための重要なサ
インとされる（三浦，1996）。集められた水生植
物フトヒルムシロの上には糞が見られたことか
ら，この場所にヌートリアが訪れていることは確
実であった。なお，３月19日には平成池のプラッ
トホームがその後更新されている様子はみえなか
った。

４．2011年５月
　2011年５月５日，湿生植物園平成池においてヌ
ートリア１頭を目撃したとの情報を来所者からい
ただいた。５月11日には，湿生植物園イヌタヌキ
モ池において，水生植物ミクリやミツガシワに，
ニホンジカもしくはヌートリア（もしくは両者に
よる）によると思われる食痕を確認した。５月13
日にはミクリに残された食痕はさらに増えてい
た。５月20日にはヌートリアがその後も訪れてい
ることを示す痕跡は見あたらなかった。
　2011年５月11日から５月20日まで湿生植物園に
２基の箱わなを設置したが，捕獲数はゼロであっ
た。わな日数は18わな日であった。
　2011年６月１日には上池東岸に敷設された木橋
（通称：ヤマセミ橋）の付け替え工事のため橋が
撤去され，６月15日には基礎工事のため満水時よ
り約70cm，上池の水位が下げられていた。

５．2012年３月
　2012年３月７日，虫の原っぱにおいてヌートリ
アの明瞭な足跡を確認した。また同日，湿生植物
園平成池において，水生植物コウホネの根茎が切
り取られているのを確認した。ヌートリアによる
ものと疑われた。このため，2012年３月８日から
３月10日まで，水生植物園および虫の原っぱに計
４基の箱わなを設置したが，捕獲数はゼロであっ
た。わな日数は８わな日であった。

６．2012年４月
　2012年４月７日から４月29日まで，上池北岸に
３基の箱わなを設置し，13頭を捕獲した。わな日

数は42わな日であった。
　なお，2012年４月26日の17時30分頃には，上池
北岸においてヌートリア３頭を目撃した。しか
し，これらの個体は４月29日までには捕獲されな
かった。

７．2012年５月
　2012年５月９日，上池北岸に生育するマコモに
ヌートリアによると思われる食痕を確認した。同
年５月19日にはマコモに残された食痕はさらに増
えていた。また，翌５月20日の18時４分頃，上池
北岸においてヌートリア３頭を目撃した。このた
め，2012年５月23日から５月28日まで，上池北岸
に２基の箱わなを設置し，１頭を捕獲した。わな
日数は８わな日であった。

８．2012年８月
　2012年６月１日，上池に生育するマコモにヌー
トリアによると思われる多くの食痕を確認した。
６月16日にはマコモに残された食痕はさらに増え
ていた。なお，７月６日から７月７日にかけては
集中豪雨（４時間で127.5㎜，１時間で最大48㎜
の降水量を記録；センターの気象観測システムに
よる）により，池水は通常の満水時の水位をはる
かに超えたことが，上池に敷設された木道上に残
る泥やヒシなどの残骸からうかがえた。
　2012年８月５日から８月26日まで，上池北岸に
２基の箱わなを設置し，５頭を捕獲した。わな日
数は22わな日であった。

９．2012年９月-12月
　2012年９月27日から12月27日まで，上池北岸に
３基の箱わなを設置し，15頭を捕獲した。わな日
数は131わな日であった。10月19日には上池北岸
に生育するマコモにヌートリアによると思われる
多くの食痕を確認した。

10．2013年１月-２月
　2013年１月16日の夕方，成獣１頭を含む８頭を
上池南西岸においてスポッティングスコープを用
いて確認した。このため，2013年１月18日から２
月８日まで，上池北岸に３基の箱わなを設置し，
３頭を捕獲した。わな日数は25わな日であった。
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11．2013年11月-12月
　2013年10月30日，上池北岸に生育するマコモに
ヌートリアによると思われる多くの食痕を確認し
た。このため，2013年11月９日から12月19日ま
で，上池北岸に２基の箱わなを設置し，12頭を捕
獲した。わな日数は50わな日であった。

混獲（2010年-2013年）
　2013年の捕獲期間中に，イタチ１頭（11月16
日）およびタヌキ１頭（12月15日）の混獲を確認
した。両個体とも確認時に衰弱の様子は見られ

ず，個体はそれぞれ，その場で放逐した。

これまでの捕獲状況
（2003年-2013年）

１．除去量と捕獲努力量
　2003年から2013年までの11年間に133頭（総重
量356.37kg）のヌートリアを池の生態系から除
去した（表１）。また，2003年から2013年までの
わな設置期間は441日間，わな日数（有効わな日
数）は2634わな日であった（表２）。

- 7 -

表１．各わな設置期間における捕獲数，性比，総重量および成・幼獣の割合.

年 月 捕獲数 総重量(g) 成・幼獣の割合＊

2003年 1月～3月 10 （4♂6♀） 34150 成８（3♂5♀）：31920，幼２（1♂1♀）：2230
2004年 1月 9 （5♂4♀） 9630 成１（－ 1♀）： 4100，幼８（5♂3♀）：5530
2005年 1月 15 （9♂6♀） 32750 成８（6♂2♀）：24500，幼７（3♂4♀）：8250

2006年 1月 6 （2♂4♀） 27000 成６（2♂4♀）：27000，幼０（－ －）： 0
5月 1 （－ 1♀） 4500 成１（－ 1♀）： 4500，幼０（－ －）： 0

11月 1 （－ 1♀） 1050 成０（－ －）： 0，幼１（－ 1♀）：1050
12月 2 （1♂1♀） 9780 成２（1♂1♀）： 9780，幼０（－ －）： 0

2007年 1月 1 （1♂－ ） 5200 成１（1♂ －）： 5200，幼０（－ －）： 0
12月 0 （－ － ） 0 成０（－ －）： 0，幼０（－ －）： 0

2008年 6月～7月 0 （－ － ） 0 成０（－ －）： 0，幼０（－ －）： 0
10月 8 （4♂4♀） 29740 成８（4♂4♀）：29740，幼０（－ －）： 0

2009年 3月 7 （4♂3♀） 19370 成３（2♂1♀）：15390，幼４（2♂2♀）：3980
4月 0 （－ － ） 0 成０（－ －）： 0，幼０（－ －）： 0

10月 4 （1♂3♀） 10410 成４（1♂3♀）：10410，幼０（－ －）： 0
11月～12月 10 （5♂5♀） 23440 成４（2♂2♀）：19960，幼６（3♂3♀）：3480

2010年 4月 0 （－ － ） 0 成０（－ －）： 0，幼０（－ －）： 0
10月 0 （－ － ） 0 成０（－ －）： 0，幼０（－ －）： 0

2011年 2月～3月 10 （7♂3♀） 38370 成10（7♂3♀）：38370，幼０（－ －）： 0
5月 0 （－ － ） 0 成０（－ －）： 0，幼０（－ －）： 0

2012年 3月 0 （－ － ） 0 成０（－ －）： 0，幼０（－ －）： 0
4月 13 （9♂4♀） 10940 成１（1♂ －）： 5150，幼12（8♂4♀）：5790
5月 1 （－ 1♀） 1410 成０（－ －）： 0，幼１（－ 1♀）：1410
8月 5 （4♂1♀） 4330 成１（1♂ －)： 3300，幼４（3♂1♀）：1030
9月～12月 15 （6♂9♀） 49680 成13（6♂7♀)：47230，幼２（－ 2♀）：2450

2013年 1月～2月 3 （1♂2♀） 14620 成３（1♂2♀）：14620，幼０（－ －）： 0
11月～12月 12 （6♂6♀） 30000 成４（2♂2♀)：23380，幼８（4♂4♀）：6620

合� 133 69♂64♀ 356370 78 40♂38♀ 314550 55 29♂26♀ 41820

＊
成：成獣，幼：幼獣の略．三浦（1994）に従い1.5kg未満の個体を幼獣とした．

表１．各わな設置期間における捕獲数，性比，総重量および成・幼獣の割合.

＊成：成獣，幼：幼獣の略．三浦（1994）に従い1.5kg未満の個体を幼獣とした．
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表２．各年のわな設置期間，わな日数＊，捕獲数および捕獲個体確認日．

わな設置期間 わな日数 捕獲数 捕獲個体確認日

2003 1/6～1/31 （26日間） 357 9 1/8,9,10,10,13,13,14,16,16
2/1～2/28 （28日間） 417 1 2/24
3/1～3/31 （31日間） 465 0

小計 85日間 1239 10

2004 1/7～1/31 25日間 334 9 1/7,7,10,10,10,17,17,17,31

2005 1/6～1/31 26日間 225 15 1/8,8,8,9,9,9,9,11,12,13,13,14,14,15,15

2006 1/7～1/20 （14日間） 133 6 1/8,10,10,12,14,14
5/13～5/22 （10日間） 44 1 5/14
11/3～11/10 （ 8日間） 21 1 11/6
12/25～12/28（ 4日間） 12 2 12/26,27

小計 36日間 210 10

2007 1/6～1/10 （ 5日間） 8 1 1/10
12/3～12/9 （ 7日間） 12 0

小計 12日間 20 1

2008 6/29～7/5 （ 7日間） 6 0
10/16～10/29（14日間） 39 8 10/18,20,21,22,22,23,23,24

小計 21日間 45 8

2009 3/9～3/16 （ 8日間） 31 7 3/10,11,12,13,13,14,15
4/11～4/17 （ 7日間） 10 0
10/11～10/23（13日間） 36 4 10/13,17,18,19
11/30～12/8 （ 9日間） 32 10 12/1,1,1,2,2,3,3,4,6,7

小計 37日間 109 21

2010 4/8～4/25 （18日間） 27 0
10/13～10/18（ 6日間） 25 0

小計 24日間 52 0

2011 2/10～3/5 （21日間） 96 10 2/12,18,19,19,20,21,21,24,26,28
5/11～5/20 （10日間） 18 0

小計 31日間 114 10

2012 3/8～3/10 （ 3日間） 8 0
4/7～4/29 （15日間） 42 13 4/12,14,15,15,15,15,15,16,16,17,18,20,21
5/23～5/28 （ 5日間） 8 1 5/24
8/5～8/26 （13日間） 22 5 8/22,22,22,23,26
9/27～12/27 （54日間） 131 15 11/2,6,15,16,17,17,18,19,20,20,28,30,12/7,12,16

小計 90日間 211 34

2013 1/18～2/8 （13日間） 25 3 2/2,3,4
11/9～12/19 （41日間） 50 12 12/5,7,8,9,9,10,11,12,13,14,15,16

小計 54日間 75 15

�計 441日間 2634 133

＊
わな日数は「わな数×設置昼夜数」を表す．

表２．各年のわな設置期間，わな日数＊，捕獲数および捕獲個体確認日．

＊わな日数は「わな数×設置昼夜数」を表す．
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表３．メス成獣の開腹結果(2004年-2013年)．

33頭のうち24頭（73%）に目視可能な胎児が見
られ，妊娠個体は1,2,3,5,10,11,12月と1年を通
して確認された．胎児数の平均は6．7頭（レンジ:
1-12，N=24）であった．

年
捕獲確認

日
体重
（g）

胎児数
（目視）

備考

1 2004 1/7 4100 6
2 2005 1/11 5000 12
3 1/14 2000 -
4 2006 1/8 4500 8
5 1/10 2600 -
6 1/12 5200 9
7 1/14 5200 1
8 5/14 4500 6
9 12/26 4050 6
10 2008 10/22 4950 -
11 10/23 4100 -
12 10/23 3000 -
13 10/24 4880 -
14 2009 3/12 4920 6
15 10/13 2800 7
16 10/17 2650 7
17 10/18 2230 7
18 12/1 4870 7
19 12/1 5770 -
20 2011 2/12 3050 8
21 2/21 2150 5
22 2/26 3000 6
23 2012 11/16 2460 -
24 11/17 2310 6
25 11/18 2230 7
26 11/19 2730 6
27 11/20 2250 7
28 11/30 2870 5
29 12/12 9400 7
30 2013 2/3 3780 4
31 2/4 5710 9
32 12/5 5960 - 胎盤発達

33 12/16 5500 8

２．妊娠個体の確認
　2004年から2013年までに捕獲したメス成獣33頭
を開腹したところ，24頭（73%）に目視可能な胎
児が見られた。2004年から2013年までの捕獲を通
して，目視可能な胎児が見られた妊娠個体は1, 2, 
3, 5, 10, 11, 12月と１年を通して確認された。胎
児数の平均は6.7頭（レンジ：1-12頭，N=24）で
あった（表３）。

３．混獲について
　2003年から2013年までに実施したセンターにお
けるヌートリア対策において133頭のヌートリア
を捕獲した際，ヌートリア用のわなへの混獲回数
は，タヌキ２回（2006年1月15日，2013年12月15
日），イタチ１回（2013年11月16日）の計３回で
あった（写真２～４）。
　なお，沖縄島北部におけるマングース対策に

表３．メス成獣の開腹結果（2004年-2013年）．
　33頭のうち24頭（73%）に目視可能な胎児が見
られ，妊娠個体は１, ２, ３, ５, 10, 11, 12月と1年
を通して確認された．胎児数の平均は6.7頭（レ
ンジ：1-12，N=24）であった．

写真２．混獲個体（タヌキ，2006年1月15日）．

写真４．混獲個体（タヌキ，2013年12月5日）．

写真３．混獲個体（イタチ，2013年11月16日）．
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おいて棚原（2002）は「かごワナによって636頭
のマングースを捕獲した際，マングースのワナ
には，マングース以外にもネコ（456回），クマ
ネズミ（714匹），アカヒゲ（98回），ヤンバルク
イナ（11回）その他多数の動物が混獲された」
（棚原，2002）と報告している。また，沖縄島北
部におけるマングース捕獲において，小倉ほか
（2002）は「マングースの捕獲はスルメを餌とし
箱ワナあるいはかごワナを用いて行った」（小倉
ほか，2002）と記している。
　これらのことから「133頭の捕獲に対して３回
の混獲」という事実は，非対象種の捕獲回数がき
わめて少なかったことを示していると思われ，そ
の理由のひとつとして，わな餌が植物性のもの
（人参）であったことが考えられる。また，非対
象種が捕獲された３回の事例は，いずれも水際か
ら１m程度離れた陸地に箱わなを設置した場合に
起こっていたことから，箱わなの設置位置をでき
る限り水際に近づけることによって，タヌキ，イ
タチなどの混獲回数を減らすことができるのかも
しれない。

４．他の動物への餌付け効果防止について
　箱わなの見回りは原則としてほぼ毎日１回の頻
度で行った。その際，他の動物への餌付け効果を
できる限り防ぐため，古くなった餌は最終的には
すべて回収した。ネズミ類などによると推定され
た細かなかじり屑が，2004年に設置した箱わなの
ごく一部で確認されたことがあった（森，2005）
が，2004年の例を除けば，2003年から2013年まで
の捕獲期間中に他に同様の例は見られなかった。
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